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キノコの食中毒菌（KRSiを含V )に対する抗菌活性について

○尾立純子｀石井s 次■　１大阪市立環科研附設栄専孚校. '大阪市立環科研保健疫学

　　水野浄子３田中昭子３大業恵一３　３相愛女子短大

　キノコは曹から、健農±有用な食品にあIf られてい5. 今目.我･ Hi市飯の食用キノ･コ

と同時に. いくつかの毒キノコの食中毒薗に対する抗菌活性を翼ぺた.先に我々は.漢方

生薬の一つである甘草から鯖SSAに対する有効成分を見つけだしているので. 今回もIIRSi(メ

チシV耐性黄色ぶどう球磨）を中心に爾べft.

I.実験材科；用いた食用キノコ(種類13検休. 3ヵ所で採u された毒キノ3 11検体である.

2.方法: HRSAを彗-iTイ3 Vによ0 iT℃で１日培養後.滅菌生a 食塩水で10 'cfn／･・１に≪釈し

た.

3.一次ズりーこ>タ’：*-tT’Hン寒天上に上記希釈液0．1・ｌ塗抹し、キノコー片をのせ3T℃一夜

培養した.培養後キノコの周囲に発育阻止帯がみられたものを抗菌活性陽性とし、さらに

二次λii-ニンタ’* 行った.

i.二次タ-ニ･/ダ■■一次λりーニンタ’陽性のも’のを. アセリ、DKSO,熱湯による一夜抽出後の鴻液

を’テ’イI)にしみこませ、一次x)'l－ニンi’と同様に寒天培地上にのせ. 阻止円の有無を爾べた.

5. 結果: ①市販のキノコからは.ナメコ、ヒラタケ、生シイタケ、マイタケが一次xナi-ニ

ン≫'で層性を示した. ②二9: iク-ニ･Jダの結果、屹燥マイタケからの熱湯≫出液に黄色ぷどう

球磨(llSSi)に対して抗菌性がみられた. ③乾燥マイタケを戻して、佃煮にしても抗菌性を

維持した. ＠毒キノコのうち. 採n場所いずれの毒ツルタケでも、その水抽’出成分は黄色

ぷどう球薗（輦IISAを含む)に抗菌活性がみられ、そのUIC測定は0. 2S~ 0. 1251であった,以

上、この有効なキノ3の成分が何であるかと、キノコの特異的な使用方法を検討中である．

近赤外線反射法で多糖の粉末の水分活性を測定できる

　　°佐藤之紀・野口駿（共立女子大・家政）
【目的】最近．食晶申の水の定量に近赤外線（NIR )を用いる方法が用いられつつある
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の方法は、水分音量（HC ）と、HC既知の試料のreflectance値を修飾したパラメータ（P ）

値との直線関係を用いて、試料のMCを求める方法である。今回は、工業的に汎用されてい

るNIR反射装置を用いて、水分活性（as ）やMCの簡易測定法の開発を試みた。

　【方法】食物繊維の成分をはじめとする多糖類の粉末のa≫を常法に従って制御し。一定な

MC( 蔵量変化く1 ne/・eek ）をもつ試料を鋼製した。NIRの水の反射強度から見かけの吸収
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率P （J! )を求めるNIR装置（PIER ）を用い、試料ごとに感度麗節を行った

P値は測定波．　≒　　-゛’‾　゛’－‾「゛””’゛ｗ一四●－－－･･/ *fc/H －* ir＼万ｎ万ｗ万（一万●～万一偶|胴AH’Q●1J J I'm ●　・賜了令働心≪
長と比較波長での反射強度比（S!l定／比較; 1927 n皿/1796 n皇，1449 nB/1300 nn）r'から

　－　　ａ　ミ　　　皿・　　　　－　　　　－
　P = ( 1 - r' ) X 100として算出される。MCと?値またはa，とP値の相関係数から、MCおよ
びawの簡易測定法としての適合性を検討した。
　【結果】P値はHCおよびavの増加に伴ってそれぞれ高くなったが、P値とawとの相関係数は

P値とMCのそれと比べて高いものが多からた。また、測定波長1927 niでの相関係数は1449
noでの結果と比べて高かった。しかし、awを0.06-0.87に制御した米ぬかを試料とした場
合には、P値は0-100 Sの広い範囲に分布していたが、MCは^5.4-15.6 g/100 g乾燥物の狭
い範囲内でしか変化しなかった。従って、このNIR法はHCの測定よりもavの測定に適してい

ることがわかった。また、多糖のMCが7-12 g/100 g 乾燥物（･an 0.1-0.2 ）を越えるとP値
の傾斜が低くなることから、単分子層吸着水と多重層吸着水ではNIRへの応答が異なるもの

と考えられた。さらに、aw 0.87でのP値は推定値よりも高い値を示す傾向があることから。
キャピラリイー水のNIRへの応答も多重層吸着水のそれとは異なる可能性が示された。
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